
  継足の組合わせ例

  ステップアース施工例

異径深打アース極

ステップアースは、長さ1.3ｍの溶融亜鉛メッキ
鋼棒をネジ接続により数本継足して、目的の電
極長を形成します。
先端の1本目は、土質・打込み深度等の施工条
件に合わせて必要最小限の径とし、継足される
2本目以降は、打設エネルギーのロスとなる横振
現象を防止して打込み効率の向上をはかるため
に、次第に径を太くして打設する異径継足方式
を採用しております。

●�一般的な土壌の大地抵抗率は、深度を増すごとに地下水の影響を受
けて低い値を示し、低い接地抵抗値を効果的に得ることが可能とな
ります。

●�ステップアースは逐次継足して深く打込むことにより、低抵抗値を効
率良く得ることができ、施工スペースを最小にできます。更に深く打込
むことにより、接地抵抗値の季節変動も極めて小さく、安定した値を
保持します。

  仕 様・寸 法・形 状

※数値は当社試験地の実測結果であり、土質等の条件により異なります。

※16φは先端のみ。
※�リード端子は受注生産で、22φより。リード線（ＩＶ線）の長さと
種類（断面積）をご指示下さい。

先端

継手

リード端子

ステップ
　　 アース

軟 質 地 盤
（粘性土）

電極長 10.4 ｍ （φ19× 2本）＋（φ22×3本）＋（φ25×3本）＝ 8 本継 リード端子：φ25

電極長 13.0 ｍ （φ19× 2本）＋（φ22×2本）＋（φ25×3本）＋（φ28×3本）＝10本継 リード端子：φ28

普 通 地 盤
（砂質土）

電極長 7.8 ｍ （φ22× 2本）＋（φ25×2本）＋（φ28×2本）＝ 6 本継 リード端子：φ28

電極長 13.0 ｍ （φ25×3本）＋（φ28×3 本）＋（φ32×4本）＝ 10 本継 リード端子：φ32

硬 質 地 盤
（硬質粘土）

（礫混じり土）

電極長 5.2 ｍ （φ28 × 2本）＋（φ 32 × 2本）＝ 4 本継　　 リード端子：φ32

電極長 7.8 ｍ （φ28 × 3本）＋（φ 32 × 3本）＝ 6 本継 リード端子：φ32

径（φＤ） 16 19 22 25 28 32 36

重   量（kg） 2.1 2.8 3.9 5.1 6.3 8.3 11.0

材  　 質 J I S Ｇ   3 1 0 1  ・  S S 4 0 0

適応土質 粘 性 土 ・  砂 質 土  ・  礫 混じり土

ステップ
　　 アース



アタッチメントが穴底に達したところ
で一旦打込みを中断し、ドロップ
ヒッター及びアタッチメント等を取り
はずします。

第二節を先端アースに継ぎ足した
後、アタッチメントとドロップヒッター
をセットし直し、打込みを再開しま
す。以後第三、四…節と繰り返し
ます。
注 )�継ぎ足しのネジ接続は、パイプレン 

 チ等でしっかりと締め付けます。

最終節打込み後にアタッチメント等
を取り外し、リードキャップをネジ込
みます。
穴埋めをして作業完了です。
注 )�ネジはパイプレンチ等でしっかりと 

  締め付けます。

 　　　
G.L.より深さ75cm 以上の穴を
掘り、右図の様に先端アースに
キャップをネジ込み、その上から
アタッチメントをかぶせます。次
にG.L.上において、ドロップヒッ
ター及びガイドレールをセットし、
そのままの状態から垂直に起こ
し、打込みを開始します。
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ステップアース作業要領

※製品改良のため、仕様その他を予告なく変更する場合があります。
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